


















是永,中野らは各診療部所に配置されたマイクロ･コンピュータ･システムを有機的に結合

することを目標に,いわゆる LAN(local areanetwork)を用いた研究をすすめている。この

システムが完成すれば,随時随意に情報の入出力,リアルタイム･ファイリングおよび各端

末間の情報の転送や処理などが可能となるため,OAならぬ Medical automation とも呼ぶべ

き新しい医療体制の出現が期待される。さらに,本システムの端末を全国共同利用大型電算

機センターの TSS 一システムのインテリジェント･ターミナル化することも可能であり,こ

れを介することによって全国大学間ネットワーク(NI ネットワーク)への情報網の拡張も

容易である。このことは,本システムが山本のすすめている全国ネット周産期データベー

ス･システム(PERINATE)と直結できるということを意味している。山本は,このデータベー

ス･システムの実用化を目指し,機能の拡大と運用手続きの簡素化などのグレード.アップ

をすすめている。 

ところで,全国的な視野からみた周産期情報の管理という範疇には,各地域の地理的な特殊

性も含まれ,このことによる医療の偏在性なども検討されるべき重要な点である。このよう

な背景から,永田は,離島を抱える鹿児島県の実情と,それに起因すると考えられる妊産婦

死亡や周産期死亡などの実態の解明のために,これらの離島のなかからモデル地区を設け

て周産期情報の収集に着手した。そして,近い将来の離島･本土間の情報網の確立への対策

について検討を開始した。 


